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写真 3　二人で表現する文字も出題される 写真 4　構内の竹をイメージして表現
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②　次に、漢字クイズを行った。いずれも人の形を組み合わせてできた漢字 3文字を出題した。
このクイズでは、受講生が漢字の起源について興味を持つようになることを意図した。例えば
「比・北・化　この文字の中で、喧嘩をしてしまった文字はどれでしょう？」という出題が
あった（資料 3）。はじめ受講生には細かな知識を一切伝えなかったため、問いかけに答える者
はいなかった。そこでヒントとして古代文字に書き換えたものを提示すると、形状から類推し
たのか、少しずつ回答があった。最後は二人を選出し、三文字を身体で表現した（写真 5）。
写真 5　再現された形状から語源を予想する資料 3　漢字クイズ
出所：本田蒼風
③　その後、「みんなで文字を探そう！蒼頡ごっこ」を行った。この遊びの趣旨からいえば、
幼稚園や保育園で園児たちと「散歩」をするように、受講生が子どもの立場になって、自分た
ちの身近な環境（例えば大学構内）を歩き回り、印象に残った風景や文字にしたいものを探すとこ
ろから始めるべきである。しかし今回は時間的な制約上、本田から課題を出した。「大学構内
を歩いてみたら、竹林がとても印象的であったため、「竹」を身体表現にするとしたらどのよ
うに表現できるか」と問いかけ、参加者の意見を取り入れながら決めていく方法をとった。以
下に示す例は、受講生が自分たちの表現として意見を出し合い、即興的に考案したものである。
　「竹の成長の早さを再現するのに、下から伸びる動作を入れるといい」「上のほうにある葉
は、手の平を使って表現してみる」「風にゆれる竹の葉のイメージを伝えるためには、手を頭
の上でクロスして、少し揺らすのがいい」など、実際に見た風景を再現するのに経験と想像力
を使い、どの動きがよいか決めていった。決まったところで、改めて現在使用されている文字
と自分たちの身体表現を結びつけ、文字を感覚として取り入れていった（写真 4）。
　そのほかにも、「木」（身体表現を取り入れながら再現） 「林」「森」（ 2人以上が協力して表現する）、
「集」（木に鳥が三羽集まって止まっている姿からできた字源について説明を受けながら身体表現する）
など、同じ系統の文字を関連付けて増やして遊びを膨らませていった（写真 6～ 9）。
保育内容「領域　環境」における「文字への関心」を育む授業
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「蒼頡ごっこ」
写真 7　「林」写真 6　「木」枝や根も身体表現に生かす
写真 9　「集」木に三羽の鳥が集まってくる写真 8　「鳥」
　最後は再び「MOJIKARA体操」を行った。二度目はさらに蒼頡ごっこで表現した「竹」
「木」「林」「森」「集」などの文字も取り入れた。以上が授業の概要である。
2-4　授業を振り返って
　授業後の感想には次のようなものが見られた（15）。
　「みんなで身体を動かして文字を作るのがとても楽しかった」、「身の回りにあるものを身体
で表現するとどうなるか考えてみようと思いました」というように、ワークショップに影響を
受けたことが伺えるものがあった。このことから、幼児が身の回りの環境に目を向けること、
そのいくつかの事物を漢字的に表現するという遊びの面白さは伝わったように感じられる。こ
のうち、漢字の成り立ちに興味を持ち、幼児の遊びと関連づける遊びについて触れている感想
も見られたが、大人がある一定のルール（漢字の成り立ち）を理解し、そのルールに則って子ど
もとの遊びを広げていく、という遊びのコンセプトは伝わりにくかったようである。
　この前の回の授業、「環境I」第 8 回では、子どもの記号や文字への興味がどのように広
がっていくかについて発達の側面から講義した後、受講生が記号や標識、文字への関心を育む
ための保育活動を考える、という課題を出した。このとき多くの受講生は、年少児向けの活動
として絵カードを用いて同音の言葉を探す遊び（16）、年長児向けの活動としてはひらがなカー
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ドを用いたしりとり遊び等々を提案するものが多かった。これには配布した参考資料の影響も
考えられるが、ほとんどの遊びが子どもの意識を表音文字へと向かわせる方法であった。
　このワークショップは、幼児期の遊びとして一見結びつかない「漢字」をダンスやごっこ遊
びと結びつけ、身近な事物への関心を育む一つの方法として示したものであり、将来の保育者
である受講生にも多様な遊びについて考えるきっかけとなったのではないだろうか。
結びに代えて
　この授業は多彩な才能を持つ本田蒼風をゲストスピーカーに迎えた華やかな回であった。そ
してその内容は、漢字の成り立ちを幼児期の遊びとしてまとめ上げ、提案するという独創的な
ものであった。このワークショップ形式の授業は、おのずと保育方法を意識させ、具体的に考
えさせるという優れた特徴がある。序盤に参加者を「本当にそんなことができるのだろうか」
と半信半疑にさせ、終盤には「なぜこんなことができるのだろう」と興味を引きつけるからで
あろう。
　最後に、前期を通した授業全体について振り返りたい。
　このような実技と講義を挟んだ授業の形式をはっきりと意識し始めたのは、「保育者養成課
程において「学生の生活体験」が不足している」という議論に立ち会ってからである（17）。そ
の中で印象深かったエピソードとして、「急須を使ってお茶を淹れることができない（淹れたこ
とがない）学生」であった。この学生は自宅に急須がないそうで、家庭ではペットボトルのお茶
をスーパーでダースごと購入し、それを飲んでいるそうである。そうであれば、生活の中に急
須は必要ないことになる。このような事例は学生個人の非常識や怠惰ないし不勉強として責め
られるべきではなく、その背景にある社会的な変化を問題にしなければならないだろう。
　世代間における生活様式の違いは、いつの時代にも生じるように思われる。生活は日々便利
になり、上の世代にとっては日常のなかで自然に習い覚えてきたことが、次の世代にとっては
すでに必要のないことになっている、という例は無数にある。しかしすでに必要ないからと
いって、知る必要がない、というわけではない。保育の仕事は、乳幼児と共に四季を感じたり、
動植物に触れたり、音や色に親しんだりするように働きかけることが求められるからである。
そしてこのような事柄の多くは、上の世代の日常生活のなかに見受けられることが多い。
　一方で、現在では子ども時代のあり方そのものが変化してきている。保育の現場に立ったと
き、自分は体験したことのない、「いま」を生きている乳幼児と向き合わなければならない事
も起こるだろう。保育者養成では、上下の世代の間に立つことを、また両者を保育のなかで結
びつける役割が期待されていることを意識させることが必要であると思われる。
　講義・実技・講義によって構成した本授業は、上の世代が行ってきた季節の和菓子を作るこ
とや、植物を育てて染めを楽しむなどを、一度受講生自身が体験し、次にその楽しさや難しさ
も含めて、下の世代にどう伝えていくかを考えるための一つの試みである。
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注
（ 1）　以下便宜上科目名ではなく「幼稚園教育要領」ならびに「保育所保育指針」にしたがって「領域　
環境」と記す。
（ 2）　北海道（旭川市）出身、東京在住。書家。1999年より北海道旭川教育大学教員養成課程（国語科・芸
術科書道）に学ぶ。文字（特に表意文字）の研究に取り組み、教育現場におけるワークショップをはじめ
文字デザイナーとしても活躍、多くの広告デザインを手がける。現在はMOJIKARA研究所を設立、文
字を活用した新しい遊びの方法や活動内容を提案している。
（ 3）　子どもエスノグラフィーの方法については、柴山真琴『子どもエスノグラフィー』新曜社、2006年
を参考にした。
（ 4）　このタデアイの種は、2013年秋にとれたものを武庫川女子大学・生活環境学科牛田智先生からお譲
りいただいた。
（ 5）　「幼稚園教育要領」、「環境」、ねらい（3）。
（ 6）　保育課程・教育課程の歴史的変遷と相互連携の可能性については拙著「保育所・幼稚園・小学校に
おける教育の方法としての「音楽」」『桐朋学園大学研究紀要』第36集、2010年、123-140頁。
（ 7）　同上
（ 8）　以下、下線は筆者によるものとする。
（ 9）　姜華「「幼稚園教育要領」における教育内容の変化に関する一考察―領域「環境」の内容分析を中
心にして―」早稲田大学大学院教育学研究科紀要、別冊20号-2、2013、81-91頁。
（10）　光成研一郎「幼児教育における環境による教育の重要性について―「幼稚園教育要領」の変遷と
デューイの環境に対する考え方から―」『神戸常盤短期大学紀要』第29号、2007年。
（11）　同上
（12）　実施の詳細は「おとどけアート実施報告映像」　http://youtu.be/Gd1RDBh7gXs
（13）　白川静『新訂字統（普及版）』、平凡社、2007年、425頁。
（14）　白川、同上。辻井義昭（京雲）『図解　漢字の成り立ち事典』、教育出版株式会社、2006年。加納喜光
『漢字の成立ち辞典』、東京堂出版、1998年。比田井南谷『中国書道史事典』、雄山閣出版株式会社、
1996年。阿辻哲次『漢字再入門』、中央公論新社、2013年。沖森卓也、笹原宏之、常盤智子、山本真吾
『図解日本の文字』、株式会社三省堂、2011年。武田雅哉『蒼頡たちの宴』、筑摩書房、1998年。
（15）　ここに挙げた感想はワークショップ終了後に行ったアンケートによる。このアンケートは、授業時
間内に行い、無記名で回収した。
（16）　例えば「雨」と「飴」、「雲」と「蜘蛛」などを描いたカードを使い、同音の言葉を集めて楽しむ
ゲーム。
（17）　2014年春に開催された全国保育士養成協議会近畿ブロック総大会においてこの「問題」が論じられ
た。
